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はじめに
筆者は1994年7月28日～8月7日および1995年8月3
日～8月16日にかけてマダガスカル島をおとずれ,その
特異な生物相を観察する機会が得られた｡この時,各地
(図1 a)で淡水産員鞍や陸産貝類を見る機会にもめぐ
まれた｡しかし時期が乾期であったこともあり生きた員
にはほとんど出会うことがなかった｡以下に各地で見ら
れた貝類について報告したい｡なお,各旅行中にお世話
になった諸氏に感謝の意を表する｡

マダガスカル概観
マダガスカルはアフリカ大陸の南東のインド洋上に位

置し(図1 b),南回帰線が南部を横切る南半球にある
島である.その大きさは南北約1580km,東西(最大幅)
約560k恥　面積587000kn5の世界第4の島であるo　面積は
日本の約1,6倍もある｡首都は島の中央部にあるアンタ
ナナリボ(標高1250m)｡地勢は大きく3つに分けられ
る｡すなわち,中央高原地帯(先カンブリア時代の古い
地質)と東部海岸平野地帯と広大な西部海岸平野地帯で
ある｡また,植生も中央高原地帯を境にして東部は熱帯
雨林,西部は乾燥林,西南部は半砂漠地に大別される
(図2)｡マダガスカルの大地は約2億年前に存在したゴ
ンドワナ大陸の一部であり,後にこの大陸が分裂して現

在の地形となったと考えられている(図3)｡約6500万
年前(中生代の終わり)にはアフリカ大陸から分雑し,
それ以来ずっと隔離されていたので生物の独自進化が進
み,多くの固有生物(植物種の約85%が固有)が出現し
た｡例えば,バオバブ(アフリカ大陸には1種のみ,マ

ダガスカルには8種分布),ディディエレア科植物(特
産の科で4属11種分布),カメレオン(世界の80種中,
約半数が分布),原猿類(23種内外分布),シーラカンス
(生きた化石といわれコモロ島近海に分布),エビオルニ
ス(約500年前にはまだ生息していたダチョウのような

巨大な鳥,おそらく世界最大の卵を産卵していた)など
である(図4-8)｡陸産貝類でも　Pomatlasidae　科

とAcavidae科に多くの種類が記録されている｡次に
マダガスカルで見た淡水産,陸産員類について解説する｡

マダガスカルの淡水産具類
1. Lan乙SteS graSSeti (Morelet, 1863, Ampullaria)

Famlly Ampullarildae (図9 )

殻高42.2-37.1mTn,殻径39.9-37.Omln, 5 y4- 5 2/3層｡

殻は左巻｡ふたは角質｡螺塔は高く,円錐形｡各螺層は
よくふくれる｡殻表は黄褐～黒褐色の殻皮でおおわれる｡
螺層には強い縦肋があらわれるo　アフリカのモザンビー
クに分布するL ovum,の-地方型ともいわれるo
モロングバのAdansonia grandidieri (水辺近く

に生息するバオバブ)の林周辺の水辺より採集｡
分布:マダガスカル南西部の低地｡
Lanistes属の員は左巻種でフタは角質,マダガスカ
ルとアフリカのナイル川流域,ズールーランド,アンゴ

ラ等に約19種分布｡分布の中心は西アフリカと中央アフ
リカ,殻の形より3亜属に分けられている｡

図4　AdansoTua gl･andldleT･lの並木, (モE]ンダパ, '95. 8. 8.)
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図1 a　マダガスカル島の主な訪問地
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㊥　イファティー
④　チュレアール
㊥　ペレンティ~
⑳　フォート･ドーファン(フォール･ドーファン)

図2　マダガスカル島の殖生国(マダガスカル自然紀行
より転写)
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図1 b　マダガスカル島の概念図(マダガスカル自然紀行
より転写)二二三

図3　約2億年前の大陸(マダガスカル自然紀行より転写)

2. MelanatrLa fluminea (Gmelin 1767, Buccinum)
Family Thlaridaeトゲカワニナ科(図10)

殻高65.6-63.3Ⅷ皿,殻径25-22.6mm, 5+α～ 9+α層｡

殻は右巻き,通常殻頂部は浸食されている｡殻は細長い
塔状｡殻は黒褐色の殻皮でおおわれる｡細な螺肋が表れ
る｡縦肋も表れるが,螺層の肩に突起状となって表れる｡
殻口唇は深い切れこみを伴なって強く湾曲している｡
フオート･ドーファンにて採集｡

分布:北東マダガスカルの自然林の河川に生息｡
Melanatria属はマダガスカル尚有属で2種｡殻は

大型で細長い円塔形｡通常殻頂部は欠けている｡螺層の
表面はなめらかであるが,螺層の肩に突起状彫刻などが
みられる｡殻口唇は強く湾曲している｡

3. CeT･atOPhallus natalensis (Krauss, 1848,

Planorbis)

Family Planorbidae (図11)

殻高1.4mm,殻径7.5皿皿, 5層｡

殻は右巻｡小型で扇平な円盤型｡螺層はしだいに増大
し,各燦層は中高で,体層周縁の殻底側には,鈍い角が
ある｡体層の終端はわずかに下降する｡磨孔は広い｡
モロングバのAdansonia grandidieriの林周辺の
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図5　Alluaudiapl･OCeT･aの森(フォート･ドー77ン～ベレン

ティー間, ′95. 8. 12.)

図6　Chamaeleoparsonli (最大種),体長約60cm, (アンダシ

ペ, ′95.8. 6.)

図7　Lemur macacoクE)キツネザル,頭胴長約40cm,令(ノ

シベ近くのノシコンパ島, `94. 8. 3)
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水辺より採集｡
分布:北エジプトの高地,南アフリカのケープ

地方南部,ただし熱帯地域の海岸ではまれに見っ
かる｡チャド湖,バンジービル,ザイールのカタ
ンガ,ローデシアのサリスプリー｡

Ceratophallus属は通常,殻径8 mm以下の殻

を有する｡螺層は円いが,その縁は角ぼるか竜骨
状となるo　アフリカに分布する｡ C. natalensis

のみ広域に分布する｡他種は湖に限って分布｡

4. Bulinus obtusispira (Smith, 1882, Phy-

sa)

Family Planorbidae (図12)

殻高7.9-8mm,殻径4.9-5mm, 2-4+α層｡

殻色は半透明で蒼白色,光沢がある｡螺塔はや
や高い円錐形｡殻頂部はやや鈍頑｡やや規則的に
螺状彫刻が表れる｡左巻種｡水田などに生息する｡
アンダシベ近郊にて採集｡
分布:マダガスカル西方地域に広く分布
BLLlinus属の殻は左巻｡螺塔はやや高く殻径
より殻高が高い｡螺層は一様に増大するが,その
周縁には鈍い角ぼりやまれに竜骨状となる｡アフ
リカとインド洋の諸島より約30種知られる｡さら
にイベリア半島,南西アジア,地中海地域にも分
布する｡

図8　AepyoT･nls maximus (最大種,体長約

2 m)の骨格標本,テンバザザ動植物園内,
′95. 8.5.

(1995年1月にいっしょに展示されていた
卵が盗まれたという)



図9　Lanistes gT･aSSeti　42.2×39.9mm, 5士層. ′95.

8. 7.
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図1l Ceratophallus natalensls 1.4×7.5mm. 5層,
′95. 8. 7.

図10　MelanatT･la flumlnea　65.6×25m, 9+a層.　　図12　Bulinus obtusispira　7.9× 5mm, 4 + a層
′94. 7.30.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′94. 8. 1.
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